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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

岩国基地の新滑走路に着陸する自衛隊機＝８月５日、岩国市

日
時　

９
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

40
人　

講
師　

 

永
瀬
佳
孝
氏
（
森
之
宮
医
療
大
学
大
学
院
保
健
医
療

学
研
究
科
教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

大
阪
市
南
部
地
区

歯
科
診
療
に
役
立
つ
口
腔
解
剖
学
の
基
礎

日
時　

９
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

西
山
暁
氏
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
医
歯
学
総

合
研
究
科
顎
関
節
口
腔
機
能
学
分
野
助
教
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

９
月
度
生
涯
研
修

顎
関
節
症
は
こ
わ
く
な
い
！

―
病
態
治
療
と
病
因
治
療（
Ｔ
Ｃ
Ｈ
を
中
心
に
）―

日
時　

10
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午 

会
場　

 

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
会
議
室
（
保
険
医
ま
つ
り
会

場
隣
）。
地
下
鉄
「
堺
筋
本
町
」
駅
の
12
番
出
口
か

ら
徒
歩
６
分

講
師　

 

樋
口
鎮
央
氏
（
和
田
精
密
歯
研
㈱
常
務
取
締
役
）

報
告
者　

中
島
勇
人
氏
（
東
成
区
開
業
）　
　

定
員　

60
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
主
催

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
を
用
い
た
歯
冠
修
復
―
成
功
の
ポ

イ
ン
ト 日

時　

９
月
20
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

佐
々
木
昇
氏
（
尼
崎
中
央
病
院
・
歯
科
口
腔
外
科
部

長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
主
催

口
腔
外
科
シ
リ
ー
ズ
企
画
第
３
弾

「
歯
科
に
お
け
る
抗
菌
薬
の
使
い
方
」

危
険
性
増
す
岩
国
・
米
軍
基
地

日
時　

９
月
28
日（
日
）午
前
10
時
30
分
〜
正
午（
現
地
集
合
）

会
場　

 

大
山
崎
山
荘
美
術
館
（
Ｊ
Ｒ
山
崎
駅
、
阪
急
大
山
崎

駅
徒
歩
10
分
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
・
家
族
は
入
館
無
料

定
員　

30
人

内
容　

 

モ
ネ
の
名
作
「
睡
蓮
」
ほ
か
、
絵
画
や
陶
磁
器
な
ど

の
展
示
を
見
学
し
ま
す

※
終
了
後
、
懇
親
会
（
会
費
３
千
円
）
有
り
。
希
望
者
の
み

三
島
地
区
文
化
企
画

大
山
崎
山
荘
美
術
館
で
ア
ー
ト
な
お
散
歩

日
時　

10
月
13
日
（
月
・
祝
）
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

集
合　

泉
北
高
速
「
深
井
」
駅
改
札
前　

10
時
30
分

コ
ー
ス　

 

深
井
駅
↓
ニ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
↓
百
舌
鳥
八
幡
宮
↓

御
陵
山
古
墳
↓
い
た
す
け
古
墳
↓
百
舌
鳥
駅

※
終
了
後
、
有
志
で
懇
親
会
を
行
い
ま
す

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
文
化
企
画

堺
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

2014

原水爆禁止原水爆禁止
世界大会世界大会
リポートリポート ②

　

今
年
の
大
会
は
、
安
倍
政

権
が
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

容
認
の
閣
議
決
定
を
強
行

し
、
戦
争
か
平
和
か
を
巡
っ

て
、
日
本
社
会
が
大
き
な
岐

路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
情
勢

の
中
で
開
か
れ
た
大
会
で
あ

っ
た
。

　

世
界
大
会
総
会
に
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
各
種
団
体
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
日
本
が
戦

争
す
る
国
に
な
り
、
戦
前
の

過
ち
を
繰
り
返
す
こ
と
へ
の

危
機
感
が
表
明
さ
れ
た
。

　

２
日
目
の
分
科
会
で
は
、

こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
山

口
県
に
あ
る
米
軍
の
岩
国
基

地
調
査
行
動
に
参
加
し
た
。

同
基
地
は
、
沖
縄
の
第
一
海

兵
航
空
団
指
揮
下
の
海
兵
隊

航
空
基
地
だ
。
Ｆ
18
な
ど
の

戦
闘
機
の
ほ
か
、
大
型
ヘ
リ

な
ど
も
配
備
さ
れ
て
い
る
。

連
日
の
よ
う
に
激
し
い
訓
練

を
行
い
岩
国
市
や
周
辺
の
広

島
県
西
部
、
世
界
遺
産
の
宮

島
な
ど
に
爆
音
を
ま
き
散
ら

し
て
い
た
。
市
民
生
活
の
隣

で
米
軍
が
我
が
物
顔
で
ふ
る

ま
う
実
態
に
驚
い
た
。

　

岩
国
基
地
で
は
、
２
０
１

０
年
に
海
上
を
埋
め
立
て
た

新
滑
走
路
の
運
用
を
開
始

し
、
基
地
機
能
の
強
化
が
進

め
ら
れ
て
き
た
。
総
事
業
費

２
５
０
０
億
円
は
す
べ
て
日

本
政
府
の
「
思
い
や
り
予

算
」
だ
。「
米
軍
再
編
」
の

日
米
合
意
に
よ
っ
て
、
厚
木

の
米
海
軍
基
地
配
備
の
空
母

艦
載
機
部
隊
の
移
駐
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
い

け
ば
ア
ジ
ア
最
大
の
戦
闘
機

基
地
と
し
て
危
険
性
を
増
す

こ
と
に
な
る
。

　

基
地
強
化
と
ア
メ
リ
カ
の

戦
争
に
参
加
す
る
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
容
認
、
日
本
の

平
和
憲
法
に
逆
行
す
る
日
米

同
盟
の
姿
を
実
感
す
る
見
学

と
な
っ
た
。

 

（
東
大
阪
市
・
中
西
幹
夫
）

　

世
界
大
会
は
、
日
本
と
世
界
か
ら
市

民
団
体
や
政
府
代
表
が
集
ま
り
、
核
廃

絶
へ
の
熱
気
に
満
ち
て
い
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
日
本
は
唯
一
の
被
爆

国
で
あ
り
な
が
ら
国
際
社
会
で
積
極
的

役
割
を
果
た
さ
な
い
だ
け
で
な
く
、
安

倍
政
権
が
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の

閣
議
決
定
を
行
い
平
和
と
は
正
反
対
の

方
向
へ
進
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
危
険

な
動
き
を
許
さ
ず
、
核
兵
器
廃
絶
へ
積

極
的
に
働
く
よ
う
政
府
に
強
く
求
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

私
が
入
局
し
た
７
月
１
日
に
、
閣
議

決
定
さ
れ
た
。
そ
の
翌
日
、
歯
科
、
医

科
、
協
同
組
合
が
取
り
組
ん
だ
抗
議
の

街
頭
宣
伝
に
白
衣
姿
の
先
生
方
と
参
加

し
た
。
こ
う
し
た
、
一
つ
ひ
と
つ
の
地

道
な
宣
伝
行
動
や
署
名
運
動
の
積
み
重

ね
で
世
論
を
動
か
し
て
い
く
し
か
な
い

と
感
じ
た
。

　

戦
争
す
る
国
づ
く
り
と
社
会
保
障
の

拡
充
、
歯
科
医
療
の
改
善
は
両
立
し
得

な
い
―
―
。
憲
法
９
条
と
25
条
の
理
念

を
体
し
て
、
協
会
事
務
局
と
し
て
頑
張

り
た
い
。 

（
事
務
局
・
伊
藤
力
）

 

（
お
わ
り
）

９条と25条の理念体して

核
兵
器
禁
止
交
渉
開
始
を
　

原
水
爆
禁
止
２
０
１
４
年

世
界
大
会
は
、
２
０
１
５
年

に
開
か
れ
る
核
不
拡
散
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議

を
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交

渉
を
開
始
す
る
チ
ャ
ン
ス
と

位
置
付
け
、
各
国
政
府
を
突

き
動
か
す
草
の
根
か
ら
の
広

大
な
世
論
と
運
動
を
広
げ
る

こ
と
を
呼
び
か
け
た
。

　

協
会
・
保
団
連
は
、
す
べ

て
の
国
の
政
府
に
、
す
み
や

か
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交

渉
開
始
を
求
め
る
「
核
兵
器

全
面
禁
止
の
ア
ピ
ー
ル
」
署

名
に
協
力
し
て
い
る
。

　

署
名
に
は
女
優
の
吉
永
小

百
合
さ
ん
、
歌
手
の
沢
田
研

二
さ
ん
、
映
画
監
督
の
山
田

洋
二
さ
ん
ら
多
彩
な
著
名
人

が
賛
同
す
る
。
署
名
は
国
連

へ
届
け
ら
れ
る
。　
　

　

署
名
用
紙
の
問
い
合
わ
せ

は
協
会
事
務
局
ま
で
。

碑前祭では阪口喜一郎の
肖像画も掲げられた　　

和 

泉 

市

大阪の大阪の
戦跡

大阪の
戦跡

⑳ 機関紙協会大阪機関紙協会大阪
坂手崇保坂手崇保

軍
隊
内
で
反
戦
平
和
の
た
た
か
い

　

安
倍
内
閣
が
集
団
的
自
衛

権
の
解
釈
改
憲
の
閣
議
決
定

を
し
、
私
た
ち
は
今
、
戦
争

か
平
和
か
を
巡
っ
て
、
戦
後

最
大
の
分
か
れ
道
に
立
っ
て

い
る
。

　

和
泉
市
の
黒
鳥
山
公
園
に

建
つ
「
反
戦
平
和
不
屈
の
兵

士
阪
口
喜
一
郎
顕
彰
碑
」

は
、
戦
争
を
止
め
さ
せ
よ
う

と
勇
気
あ
る
行
動
に
立
ち
上

が
っ
た
人
た
ち
が
い
た
こ
と

を
い
ま
に
伝
え
て
い
る
。

共
感
集
め
た『
聳（
そ

び
）ゆ
る
マ
ス
ト
』

　

阪
口
喜
一
郎
は
１
９
０
２

年
１
月
18
日
、
大
阪
府
泉
北

郡
伯
太
村
黒
鳥
に
生
ま
れ
、

芦
部
高
等
小
学
校
を
卒
業

後
、
広
島
の
呉
海
兵
団
に
入

団
。
30
年
（
昭
和
５
年
）、

海
軍
内
で
社
会
科
学
研
究
会

を
組
織
し
反
戦
・
抵
抗
運
動

を
始
め
た
。
31
年
（
昭
和
６

年
）
８
月
、
治
安
維
持
法
違

反
容
疑
で
呉
憲
兵
隊
に
逮
捕

さ
れ
、
軍
法
会
議
に
よ
っ
て

海
軍
を
追
放
さ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
32
年
２
月
、
呉

軍
港
で
反
戦
平
和
の
新
聞

『
聳
（
そ
び
）
ゆ
る
マ
ス

ト
』
創
刊
に
か
か
わ
り
、
同

年
11
月
、
東
京
上
野
憲
兵
隊

呉
水
兵
細
胞
（
支
部
）
が
、

戦
争
反
対
を
掲
げ
て
発
行
し

た
新
聞
で
あ
る
。
ガ
リ
版
刷

り
で
、
あ
い
つ
ぐ
弾
圧
等
の

困
難
の
中
で
、
第
６
号
ま
で

発
行
さ
れ
た
。
軍
艦
「
榛

名
」「
長
門
」「
山
城
」
な
ど

に
よ
り
逮
捕
さ
れ
、
呉
憲
兵

隊
に
転
送
さ
れ
る
。
33
年
12

月
27
日
、
未
決
中
に
拷
問
と

激
し
い
虐
待
の
た
め
広
島
刑

務
所
で
獄
死
し
た
。
享
年
31

歳
だ
っ
た
。

　

『
聳
ゆ
る
マ
ス
ト
』
は
、

治
安
維
持
法
に
よ
っ
て
非
合

法
化
さ
れ
て
い
た
共
産
党
の

の
乗
組
員
に
よ
っ
て
極
秘
に

配
布
さ
れ
、
水
兵
読
者
た
ち

の
共
感
を
集
め
た
。

　

軍
隊
内
で
は
上
官
に
よ
る

理
不
尽
な
制
裁
な
ど
に
下
級

兵
士
は
常
に
不
満
を
持
ち
な

が
ら
も
、
軍
国
主
義
教
育
や

上
官
の
命
令
に
逆
ら
え
な
い

苦
し
み
を
抱
え
て
い
た
。
そ

う
し
た
き
び
し
い
処
遇
を
解

決
し
よ
う
と
下
級
兵
士
が
危

険
を
冒
し
て
「
社
会
科
学
研

究
会
」
を
つ
く
っ
て
学
習
を

積
み
重
ね
、
軍
隊
や
政
治
体

制
へ
の
疑
問
を
持
ち
、
さ
ら

に
中
国
情
勢
や
世
界
へ
と
関

心
を
拡
げ
て
い
っ
た
。

　

彼
ら
は
新
聞
と
い
う
手
段

で
仲
間
を
増
や
し
、
軍
隊
内

の
待
遇
を
改
善
し
、
さ
ら
に

は
戦
争
を
止
め
る
道
を
探
っ

て
い
た
。
し
か
し
現
在
、
１

枚
の
『
聳
ゆ
る
マ
ス
ト
』
も

発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
「
阪
口
喜
一
郎
顕
彰

碑
」
は
、
獄
死
50
周
年
を
機

に
、
当
時
の
仲
間
や
小
学
校

の
同
級
生
な
ど
の
呼
び
か
け

に
よ
っ
て
82
年（
昭
和
57
年
）

12
月
27
日
に
建
立
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
い
ま
、「
戦
艦
大

和
の
ふ
る
さ
と
」
で
あ
る
呉

市
に
『
聳
ゆ
る
マ
ス
ト
』
の

反
戦
・
平
和
の
た
た
か
い
を

顕
彰
す
る
碑
を
建
設
す
る
活

動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

 
（
つ
づ
く
）

和泉市役所和泉市役所関西国際空港関西国際空港

陸上自衛隊
信太山駐屯地
陸上自衛隊
信太山駐屯地

黒
鳥
山
公
園

黒
鳥
山
公
園


